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1925年に発刊された最初の理科年表は暦、天文、気象、物理化学、

地学の5部構成で、ページ数は現在の1/3以下でした。100年の間に

生物部、環境部が増え、各所で新項目が追加され、人類の知識の

進展を実感します。人類の世界観もビッグバン宇宙が観測的に確立、

系外惑星が数千個見つかり、地震や気象の研究も地球規模で発展

しました。また量子力学・素粒子物理学が飛躍的に発展、多数の化

学反応が見つかりさまざまな新物質も合成されています。さらにDNA

の二重らせん構造が発見され生物学や医学の研究も大きく広がりま

した。一方で気候変動や環境の悪化も心配され、データを正確に

記録していく理科年表の役割はさらに重要になっています。理科

年表が100年後も科学の叡智を集約して人類に貢献できるよう

編纂を続けてまいりたいと思います。

土居 守土居 守
DOI, MamoruDOI, Mamoru
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次号予告
次号（25/26年冬号）は特集「AI天文学」をお送りします。近年、急
速に社会全体に浸透しつつあるAIテクノロジーですが、天文学の研
究でも「機械学習」という枠組みで、以前よりその活用が盛んに行わ
れてきました。いま、研究現場で、機械学習によってどのような最新
成果が生み出されているのか、その最前線を紹介します。
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●編集委員：小久保英一郎（委員長・天文シミュレーションプロジェクト）／石井
未来（TMTプロジェクト）／岩田悠平（水沢VLBI観測所）／勝川行雄（太陽観測
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国際天文学連合は、天体の命名や名称、定数などの標準化な
どを行っているが、その象徴的な出来事が2006年の惑星の

定義の決定であった。1930年に発見されて以降、惑星とされてい
た冥王星は、20世紀末には、その軌道周囲に小天体が続 と々見つ
かり、ついに同等の大きさ、あるいは冥王星よりも大きいとされる
天体も発見され、位置づけを明確にせざるを得なくなった。そこで、
準惑星という新しい概念を導入し、冥王星をその座に据えたので
ある。他にも、銀河中心までの距離や例えば流星群の名称の標準
化などに合わせ、理科年表は追随して改訂してきている。
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理科年表が発刊以来、100年を迎えた。国立天文台は前身の
東京天文台時代から、その編集の責任を担っている。その

内容も時代に対応し、ページ数も増加の一途をたどり、1983年に
は生物部、2004年には環境部を新設し、文字通り理科全分野を
網羅する基礎的データブックとして発展してきた。その変遷の詳
細は、お読みいただくとして、100年は実に長く、そして重いという
感慨を持たざるを得ない。専門用語や内容もそうだが、概念その
ものの変遷をも写してきた点では、まさに直木賞作家・伊与原新氏
の言葉どおり「科学のクロニクル」である。天文学に限っても観測
手段は可視光から電波や赤外線、紫外線、X 線、ガンマ線などへと
広がり、近年は重力波さえも活用され、宇宙の新しい側面が見えつ
つある。かつては全く不明であった宇宙年齢は138±1億年となっ
たが、同時に宇宙の95 ％は正体不明であることも判明し、人類の

知の蓄積はまだ道半ばだ。今後も
理科年表は内容を更新し続けていくだ
ろう。その歴史と遙かな未来を前にすると、
編集に携わってきた者としても重圧を感じると
ころだ。個人的に私は1987年に東京天文台入台後に理科年表に
携わり、実に37年にわたって関わってきた。これを後進へと引き継
ぎ、次の100年へとバトンを渡すことは社会的な責任という意味で、
やりがいのあることは間
違いない。今後も理科
年表をアカデミア全体
で支えるべく、引き続き
支援していただければ幸
いである。

渡部潤一
WATANABE, Junichi

天文情報センター

第1冊
1925年2月刊

第99冊
2025年11月刊

扉 暦部 天文部 気象部 物理/化学部 地学部 生物部 環境部

第1冊（1925年）の「惑星表」。惑星数は海王星までの8個である。

第20冊（1947年）の「惑星表」。「プルートー」の和名として「冥王星」の表記。

天文部「惑星表」の100年
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アンケートフォームに本誌

のご感想やご要望をお寄せくださ

い。（回答期限：2026年3月31日））

https://forms.office.
com/r/Br9rnaN9fF

イントロダクション

左段は、1925年刊の『理科年表』第1冊。
暦、天文、気象、物理化学、地学の5部
構成（の各扉ページ）。下段は、2025年
刊の第99冊。生物と環境を加えた7部構成

（の各扉ページ）。ページ中央は、右が第
99冊の表紙。左が第1冊の復刻版の刊行
時（1988年）に、新調されたレトロ風の化
粧箱（実際は、第1冊には化粧箱はなく、
無地の濃紺の表紙だった）。

第81冊（2007年）の「惑星表」。2006年の惑星定義の採択を受けて冥王星は
「準惑星」に分類され、惑星表からは消えた（上）。下は、天文部の中に新設
された「準惑星」のページ。冥王星の記載がある。

第11冊（1934年）の「惑星表」。1930年発見の新惑星「プルートー」を掲載。
なお、第7冊（1930年）の同表掲載のページ下には『新惑星「プルートー」ニ
ツイテハ第388頁參照。』と脚注があり、参照先のページには軌道図など詳細
な解説記事が掲載されている。

https://forms.office.com/r/Br9rnaN9fF
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大正14年2月創刊、
同年12月に「大正
15年」版刊行
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3月に『 昭 和25年
版』，12月に『昭和
26年版』を発行

1月に『 昭 和37年
版』，12月に『昭和
38年版』を発行
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現在、国立天文台が編纂している理科
年表ですが、1925年に第1冊を発行

した当時は、その前身の東京天文台がその
任に当たっていました。海軍水路部が本格
的な天体暦を発行したのに対し、東京天文
台は簡便な天体暦に加えて、天文や物理、
化学、気象、地学など幅広い自然科学の
データを収めた『理科年表』を創刊しまし
た。フランス経度局の発行していた『経度
局年鑑』がモデルになったとも言われてい
ます。

『理科年表』第1冊の巻頭には「此年
表ハ一般理學ノ教育、研究及ビ應

用ニ便スル爲メ毎年發行スルモノデ、暦部
及ビ天文部ハ直接東京天文臺ノ編纂ニ係リ、
其他ハ次ノ諸氏ノ監修ニヨツテ編纂シタモ

ノデアル。」と記され、以下、中央気象台長
を始めとして、各分野を代表する研究者の
名が連ねられ、当初から広く社会のさまざ
まな領域で利用されることを目的として創
刊されたことがわかります。

『理科年表』の冊子版は、現在A6判の
「ポケット版」とA5判の「机上版」

の2つのサイズで発行されています（上画
像）。第1冊から続く判型は「ポケット版」

で、利用の便に応じて、第58冊か
らより大きな誌面の「机上版」が
登場しました。ページ数は、第1
冊の346ページからスタートして、
掲載データは年々増え続け、こ
こ最近は1200ページを超え、最
新の第99冊では、1224ページと
歴代最多ページを記録していま
す。データブックとしての性格
から、経年変化を追えることが
重要なので、ひとつの表に毎年
データが追加されていきますが、
おもに表組のレイアウトの制約
から、データの追加による表の組み換えは
簡単ではなく、編集時にはA5判で作業を
してそれを縮小してA6判にコンバートし
ている事情もあり、いきおいポケット版で

は文字サイズが小さくなって判読しづらい
箇所も…（このへんの苦労話は15ページ
の「担当編集者のつぶやき」をご覧くださ
い）。

『理科年表』第1冊の扉ページ
（上）と『経度局年鑑』（1970）
の 扉 ページ（ 右 ）。 同 年 鑑 は
1976年版を最後に分冊化された。

理科年表の内容や発行形態は、
100年の歴史の中でさまざまに発展
を遂げてきました。年表形式でその
流れを振り返ってみましょう。

理科年表の100年
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❶

❷ ❸

❹

❺

❻

❼

❶1925年版, 理科年表創刊
❷1938年版, 索引カット、部門別ページ
❸1947年版, 復刊
❹1984年版, 生物部登場
❺1985年版, 机上版登場
❻2005年版, 環境部登場
❼2012年版, 東日本大震災特集

『理科年表』創刊のころ、東京天文台は東京・三鷹の地に移転し
た。写真はその本館のたたずまい。創刊準備から初期の刊行業務
の中心を担ったのは、技師の神田茂（かんだ・しげる1894-1974）
であった。

創刊から1世紀、伝統のポケット版（左）と、第58冊から登場のワ
イドな机上版（右）。
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平成 令和

理科年表国際版
『Handbook of 
Scientific Tables』刊行

1
9
7
7
　
　 

第
五
十
一
冊

『理科年表読本』刊行開始。
『気象と気候』から『「単位」が
わかる』まで40冊を出版

「生物部」が
新設される

『机上版』の
販売開始

ここから国
立天文台編

創刊
100周年！

『理科年表CD-
ROM』を発行

『理科年表ジュ
ニア』を発行

「理科年表オフィ
シャルサイト」開設

『理科年表Ｗeb
版』発行

「環境部」が
新設される

『環境
年表』
発行

『理科年表 環境編』を発行
『理科年表Q&A』を発行

『理科年表シリーズ 
マイファーストサイ
エンス』（3冊）発行

書名が元号から
西暦表記に変わる

理科年表80周年記
念シンポジウム開催

理科年表創刊100周
年記念講演会開催

「理科年表プ
レミアム」開始







© 国立天文台　キャラクターデザイン：松浦はこ

平成

創刊（1925）以来、長らく5部（暦・天
文・気象・物理化学・地学）構成だっ

た『理科年表』は、1983年に生物部（第57
冊）、2004年に環境部（第78冊）の2部が加わ
り、現在は7部構成で刊行されています。特
に環境分野に関しては、別冊で「理科年表 環

境編（2003）」や『環境年表（2009）』が制
作・発行され、近年の環境（問題）への関心
の高まりにタイムリーに対応しています。発
信メディアの多角化に関しては、冊子版の発
行を基本としつつも、電子化に伴うサービス
の拡充にも力を入れて、1996年には、創刊号

からの膨大なデータを盛り込んだ「理科年表
CD-ROM」を刊行しました。また、『理科年
表』の内容を対象読者別やテーマ別に再編
集した書籍の制作もスタートし、2001年には
基本項目の丁寧な説明や図示化を施した『理
科年表ジュニア』を刊行しました。

『理科年表ジュニア』を皮切りに、のち
に「理科年表シリーズ」と呼ばれる

テーマ別の読本の刊行が本格化し、『理科年
表Q&A』（2003）や『マイファーストサイエン
ス よくわかる宇宙と地球のすがた』（2010）
などが刊行されました。また、インターネット

の普及とともに、「理科年表CD-ROM」の基
本機能をそのまま実装したWeb上のデータ
ベースとして「理科年表プレミアム」が誕生し

（2006）、翌年「理科年表オフィシャルサイト」
を開設して、『理科年表』の使い方をガイドす
る「徹底解説」「FAQ」の掲載など、サポー

ト体制の充実も図
られました。

坂
口
氏
に
ノ
ー
ペ
ル
生
理
学
医
学
賞
・
北

川
氏
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
（
25
）

小
型
月
着
陸
実
証
機
「
S
L
I
M
」
が
日

本
初
の
月
面
着
陸
（
24
）

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
治
療
薬
「
レ
カ
ネ
マ

ブ
」
が
正
式
承
認
（
23
）

火
星
の
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質
図
公
開
（
23
）

国
産
初
の
超
電
導
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

稼
働
（
23
）

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
完
全
解
読
成
功
（
22
）

生
成
A
I
「
チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
」
が
公
開
・

「
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
」
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ

（
22
）

眞
鍋
氏
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
（
21
）

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ウ
ェ
ッ
ブ
宇
宙
望
遠
鏡
打

上
げ
（
21
）

民
間
企
業
初
の
有
人
宇
宙
飛
行
（
20
）

吉
野
氏
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
（
19
）

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
シ
ャ
ド
ウ
の
撮
像
に
初

め
て
成
功
（
19
）

本
庶
氏
に
ノ
ー
ペ
ル
生
理
学
医
学
賞
（
18
）

大
隅
氏
に
ノ
ー
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ル
生
理
学
医
学
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大
村
氏
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
医
学
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・
梶

田
氏
に
ノ
ー
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ル
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理
学
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重
力
波
の
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出
（
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）
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野
氏
・
赤
崎
氏
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氏
に
ノ
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ベ
ル

物
理
学
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（
14
）

S
T
A
P
研
究
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題
（
14
）

C
R

ISPR
/C

as9

に
よ
る
ゲ
ノ
ム
編
集
法
・

ア
ル
マ
望
遠
鏡
運
用
開
始
（
13
）

山
中
氏
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
医
学
賞
・

ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
の
発
見
（
12
）

根
岸
氏
・
鈴
木
氏
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞 

（
10
）

小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ
さ
帰
還
（
世
界
初

の
小
惑
星
サ
ン
プ
ル
リ
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ー
ン
） （
10
）

南
部
氏
・
小
林
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益
川
氏
に
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ベ
ル

物
理
学
賞
・
下
村
氏
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ノ
ー
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化
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賞
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陸
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ベ
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ベ
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台
の
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（
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宇
宙
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膨
張
の
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（
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宙
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波
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発
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ボ
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光
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光
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ー
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の
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準
結
晶
（
82
）

走
査
ト
ン
ネ
ル
顕
微
鏡
・
福
井
氏
に
ノ
ー

ベ
ル
化
学
賞
・
宇
宙
科
学
研
究
所
設
立
・

E
S
細
胞
の
樹
立
（
81
）

宇
宙
大
規
模
構
造
の
発
見
（
78
）

導
電
性
高
分
子
の
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衛
星
ひ
ま
わ
り
打
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げ
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和
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米
騒
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・
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催
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に
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・
素
数
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同
時

発
生
（
24
）

イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
が
軍
事
衝
突
・
藤
井
聡

太
棋
士
が
史
上
初
の
八
冠
制
覇
（
23
）

安
倍
元
首
相
銃
撃
・
ロ
シ
ア
軍
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
（
22
）

東
京
五
輪
、
パ
ラ
が
1
年
延
期
で
開
催
・
大
谷

翔
平
選
手
が
メ
ジ
ャ
ー
M
V
P
（
21
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
緊
急
事
態

宣
言
発
令
・
ア
ニ
メ
「
鬼
滅
の
刃
」
大
ヒ
ッ
ト

（
20
）

徳
仁
天
皇
即
位
「
令
和
」
ス
タ
ー
ト
・
消
費
税

10
%
に
（
19
）

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
（
18
）

高
齢
者
の
定
義
を
75
歳
以
上
と
提
言
（
17
）

口
永
良
部
島
噴
火
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
開

始
・
パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
（
15
）

消
費
税
が
8
%
に
・
国
内
で
デ
ン
グ
熱
流
行

（
14
）

富
士
山
、
和
食
が
文
化
遺
産
に
·
西
之
島
付
近

の
噴
火
で
新
島
出
現
（
13
）

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業
（
12
）

東
日
本
大
震
災
・
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

（
被
災
地
を
除
く
）（
11
）

裁
判
員
制
度
（
09
）

国
内
で
i
P
h
o
n
e
が
発
売
（
08
）

愛
·
地
球
博
の
開
催
・
郵
政
民
営
化
（
05
）

イ
ラ
ク
戦
争
（
03
）

ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
発
表
・
学
校
週
5
日

制
・
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
日
韓
共
催
）

（
02
）

i
P
o
d
の
発
売
・
U
S
J
開
園
・
ア
メ
リ
カ

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
（
01
）

I
T
バ
ブ
ル
始
ま
る
・
東
海
村
J
C
O
臨
界
事

故
・
だ
ん
ご
三
兄
弟
ヒ
ッ
ト
（
99
）

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
98
）

消
費
税
が
5
%
に
・
た
ま
ご
っ
ち
ブ
ー
ム
・
臓

器
移
植
法
（
97
）

C
A
T
V
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
開
始
・

D
V
D
の
発
売
（
96
）

W
i
n
d
o
w
s

95
発
売
・
地
下
鉄
サ
リ
ン
事

件
（
95
）

大
江
氏
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
・
松
本
サ
リ
ン
事

件
（
94
）

第
二
世
代
携
帯
電
話
の
登
場
・
J
リ
ー
グ
開

幕
・
法
隆
寺
な
ど
が
世
界
遺
産
に
（
93
）

M
D
の
発
売
（
92
）

バ
ブ
ル
崩
壊
・
湾
岸
戦
争
・
ソ
連
崩
壊
（
91
）

ド
イ
ツ
再
統
一
（
90
）

明
仁
天
皇
即
位
・
消
費
税
（
3
%
）
開
始
・

六
四
天
安
門
事
件
・
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
（
89
）

リ
ク
ル
ー
ト
事
件
・
青
函
ト
ン
ネ
ル
、
瀬
戸
大

橋
開
通
（
88
）

携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
開
始
・
国
鉄
分
割
民
営
化

（
87
）

ポ
ケ
ベ
ル
普
及
開
始
・
バ
ブ
ル
景
気
始
ま
る
・

チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
原
子
力
発
電
所
事
故
（
86
）

国
際
科
学
技
術
博
覧
会
（
筑
波
）・
日
本
専
売

公
社
の
民
営
化
（
J
T
）・
日
本
航
空
1
2
3

便
墜
落
事
故
・
日
本
電
信
電
話
公
社
（
現

·
N
T
T
）
の
民
営
化
（
85
）

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園
・
フ
ァ
ミ
コ
ン

発
売
（
83
）

C
D
発
売
（
日
本
が
世
界
初
） （
82
）

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
（
80
）

自
動
車
電
話
サ
ー
ビ
ス
開
始
・
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン

発
売
・
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
子
力
発
電
所
事
故

（
79
）

第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
・
国
産
ワ
ー
プ
ロ
・

新
東
京
国
際
空
港
が
開
港
（
78
）

ダ
ッ
カ
日
航
機
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
（
77
）

理科
年表

―科学のクロニクル    100年の歩み―

「 」創刊 100 周年記念講演会

国
立
天
文
台
に
て
編
纂
す
る
自
然
科
学
の
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
『
理

科
年
表
』
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
1
9
2
5
年
2
月

20
日
の
創

刊
か
ら
1
0
0
年
の
節
目
を
数
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
毎

年
更
新
を
繰
り
返
す
ご
と
に
、
新
た
な
発
見
や
過
去
の
知
見
の

訂
正
を
刻
み
込
ん
で
成
長
し
て
き
た
『
理
科
年
表
』
は
、
ま
さ

に
科
学
の
ク
ロ
ニ
ク
ル
（
年
代
記
）
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
講
演
会
で
は
、
そ
ん
な
『
理
科
年
表
』
各
分
野
の
歩
ん
だ
道

の
り
か
ら
、
研
究
の
最
前
線
、
今
後
の
展
望
な
ど
を
概
観
し
て

い
き
ま
す
。
会
場
ロ
ビ
ー
で
は
、
年
表
や
歴
代
書
籍
な
ど
を
通

じ
て
『
理
科
年
表
』
の
歴
史
を
振
り
返
る
展
示
や
、
同
じ
く
ア

ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ヤ
ー
を
迎
え
る
関
連
分
野
の
展
示
な
ど
も
、

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。『
理
科
年
表
』
を
ご
愛
読
の
皆
さ

ん
は
も
ち
ろ
ん
、『
理
科
年
表
』
を
知
ら
な
い
と
い
う
皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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倉
本 

直
樹

倉
本 

直
樹

産業技術総合研究所 計量標準総合センター 
首席研究員

130年ぶりに
新しくなった

「キログラム」

N a o k i  
K U R A M O T O

野
村 

竜
一

野
村 

竜
一

気象庁長官

気象業務
150周年の
歩み

R y o i c h i  
N O M U R A

渡
部 

潤
一

渡
部 

潤
一

自然科学研究機構 
国立天文台 

上席教授

理科年表に見る
天文学100年
の歩み

J u n - i c h i  
W A T A N A B E

梶
田 

隆
章

梶
田 

隆
章

東京大学 卓越教授2015年ノーベル物理学賞受賞

科学の楽しさ
～若い時の経験と理科年表～

T a k a a k i  
K A J I T A

纐
纈 

一
起

纐
纈 

一
起

東京大学 
名誉教授

地震学の発展と
理科年表地学部

K a z u k i  
K O K E T S U

沖
　 

大
幹

沖
　 

大
幹

東京大学 総長特別参与
大学院工学系研究科 

教授

理科年表の縦横
無尽で水と気候
変動研究

T a i k a n  
O K I

入場無料 

2
0

2
5

ご来場には事前のお申し込みが必要です
国立天文台の公式 YouTube チャンネルにてライブ配信・アーカイブ配信（申込不要）も予定

日

ご挨拶

土居 守
自然科学研究機構 国立天文台長

司会

山岡 均
自然科学研究機構 国立天文台 准教授

基
調
講
演

講
演 講

演 講
演 講

演 講
演

主催：理科年表編集委員会／丸善出版株式会社／自然科学研究機構 国立天文台

提供：一橋大学

13:00～16:30 （12:00 開場）

詳細は理科年表オフィシャルサイトをご覧ください    https://official.rikanenpyo.jp/posts/9170

会場　一橋講堂東京都千代田区一ツ橋 2-1-2
学術総合センター内

交通機関東京メトロ半蔵門線、都営三田線、都営新宿線神保町駅（A8・A9 出口）徒歩 4 分東京メトロ東西線 竹橋駅（1b 出口）徒歩 4 分

申込受付は12/1 開始を予定

第57冊（1983）で登場した
生物部の扉ページ

環境テーマの3点。左から理科年表 環境編（2003）、初出の環境部の扉ページ（2004）、『環境年表』
（2009）。※『環境年表』は『理科年表 環境編』の名称を変更したもの。

「理科年表 CD-ROM」（1996） 『理科年表ジュニア』（2001） 『理科年表 Q&A』（2003） 『マイファーストサイエンス よくわ
かる宇宙と地球のすがた』（2010）

「理科年表プレミアム」の利用権をパッケージした「理科年表 Web版」（2007・左）
と、現在の「理科年表オフィシャルサイト」の画面。

『理科年表』は、自然科学
全般を網羅したデータブッ
クとして世界で唯一。その
ユニークさを世界にも発
信する目的で2022年には

『理科年表国際版』として
『Handbook of Scientific 
Tables』が刊行されました。

『理科年表』創刊100周年を
記念して、2025年12月14日に
開催される講演会のポスター。

※下記年表データは丸善出版がまとめたものをベースにしています。
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暦

部

暦暦
か
ら
か
ら

始始
ま
る
ま
る

理
科
年
表

理
科
年
表

自然科学全般を網羅する理科年表において、最初に
登場するのは暦部です。暦というとカレンダーの

類を想像するかもしれません。実際、暦部の冒頭には国
民の祝日、日曜表、二十四節気、雑節といった情報が並
んでいます。これらは日々の生活・文化に深く根付いてお
り、理科年表から直接でなくとも、日常的に触れる機会
は多いでしょう。

どうして理科年表に祝日が？　といえば、国民の祝
日のうち春分の日と秋分の日は二十四節気の春

分・秋分を含む日と定義されていて、天文学的に太陽（地
球）の動きを予測して定めるものだからです。節分も長
らく2月3日が続いて固定日と誤解されがちですが、正し
くは立春の前日であり、太陽の動きに伴って変動します。
2021年や2025年には誤ったカレンダーも出回り、ニュー
ス等で話題となっておりました。

暦部の大半は、そうした暦の
大元となる天文学的なデー

タで構成されています。具体的に
は、日々の太陽・月・惑星等の位置、
地球の向きを表す恒星時などの基
礎データを始め、天体観測にも便
利な太陽・月・惑星の出入りや南中、
月の満ち欠け、惑星現象、日月食、
日面経過、掩蔽、変光星、食連星
等の諸表、年代表等の補助諸表が
あります。

ネット上のつぶやきを見てみると、生活の中でふと気
づいた季節変化を二十四節気や日の出入りで確か

めたり、旅行・撮影・イベントなどの計画を日の出入り・月
の出入り・満ち欠け・月齢等で検討したり、真北や真南の
方角を太陽の南中や北極星の高度方位で測定したり、潮
干狩りや釣りの予定に潮汐を参考としたり、年代表で年
齢を調べたり、標準時で各国の時差を調べたり、天体観
測以外にもさまざまな使われ方があるようです。また、日
の出入りの情報は、ドローン運用、狩猟、街灯・ヘッドラ
イトの点灯など、法令準拠や安全配慮にも欠かせません。

暦部トピックスでは、その年に見られる天文現象に加
え、暦部データの内容や使い方なども解説してい

ます。理科年表オフィシャルサイトには過去のトピックス
に加え、本誌未掲載のトピックス、徹底解説などの記事
も掲載されておりますので、ご活用ください。

片山真人
KATAYAMA, Masato

天文情報センター

天

文

部

天
文
学

天
文
学
のの

進
歩
進
歩
のの

軌
跡
軌
跡

生

密
活

着

来年の9月
5連休だ

新月の
晩に星を
見よう

日が沈んだら
ドローン
飛ばせない

次の
皆既月食の
日付は…

啓蟄だから
そろそろ
　虫が… 　    旅先で

  夕日を
眺めたい

月の満ち欠け

立春の時刻の推移　令和3年 本誌未掲載
     https://official.rikanenpyo.jp/posts/6521

国民の
祝日

二十四節気

日食・月食
日の出入り

令和8年 暦部

平松正顕
HIRAMATSU, Masaaki

天文情報センター

理科年表天文部には、宇宙のさまざまな天体の
いろいろなデータが載っています。太陽系惑星

の大きさや質量、代表的な小惑星や彗星の名前と軌
道、たくさんの星や銀河の位置と距離と明るさ、さら
にはガンマ線、X 線、赤外線、電波、重力波で観測
された代表的な天体の表や世界の望遠鏡・探査機一
覧もあります。天文部といってもこれだけ幅広い分野
のデータを載せるわけですから、天文部の原稿作成に
は30人もの研究者が関わっています。それぞれの専門
分野の進展を反映して、新しい観測データが毎年のよ
うに追加されています。もちろん単に追加するのでは
なく、そのデータの信頼性は理科年表という権威ある
書籍にふさわしいかどうかを担当者は毎年検討し、必
要に応じてアップデートしているわけです。私自身、さ
まざまなところでの講演や、書籍やウェブサイトなどの
文章の作成に関わることが多くありますが、何かデー
タを参照する必要があるとなった場合には、必ずと言っ
ていいくらい理科年表のページをめくります。もちろん
論文をあたるのもよいのですが、新しいデータが必ずし
も正しいというわけでもなく、その分野で広く受け入れ
られているものかどうかは論文だけではわかりにくいも
の。そんなデータの確かな参照元として、理科年表は
ぴったりなのです。

ではここで最近の大きな更新を確認してみましょう。
2021年には、ハッブル宇宙望遠鏡の観測データ

などを反映させて銀河の距離を大改訂しました。2022
年には、2015年に初検出された重力波に関するページ
を新設。当初2ページでしたが今は3ページになり、重
力波天文学が大きく花開いたことを反映させています。
2023年には、一部の恒星のデータにヨーロッパの位
置天文衛星ガイアの成果を反映させました。ただここ
には難しい点もあって、ガイアは実は星座で目立つ明
るい星の距離測定は苦手なのです。例えばオリオン座
の1等星ベテルギウスまでの距離はガイアでは測れてお
らず、理科年表では先代の位置天文衛星ヒッパルコス
のデータから距離498光年としています。しかもその
誤差は10 %以上あるという注釈がついていて、これも
天文学の現在地を示す苦心の跡と思っていただければ
と思います。理科年表に載っている数値をいちいち細
かく見ることはあまりないかもしれませんが、何年かに
わたって見比べてみるとページ構成の変化や表の増補、
天体の入れ替えなどがあることに気づくかもしれません。
そこには確かに、天文学の進歩が表れているのです。

オリオン座の星たちの明るさと距
離を理科年表で調べてみました。
同じ星座でも8倍くらい距離が違
う星が含まれていることがわかり
ます。*印は、距離の誤差が10  %
以上ある天体です。

人は昔から星の情報を表にしてきました。
画像はヨハネス・ケプラーによるルドルフ表（1627年）の一部。
星座ごとに、星の名前と位置、等級が一覧表になっています。

ETH-Bibliothek Zürich 所蔵
https://doi.org/10.3931/e-rara-8742

信

性頼

進歩 の

と

バ ラン ス
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暦 ・天文に続く部門は気象部です。理科年表創刊に
おいても、東京帝国大学以外から唯一、中央気象

台長が監修にあたっています。もともと暦と気象は、明
治21年の東京天文台設立以前はともに内務省が担ってお
り、毎年刊行される暦にはたくさんの気象データが掲載さ
れていました。そこで培われた協力関係が理科年表にも
活かされたのでしょう。

気象部を代表するデータといえば、まず気温の月別
平年値（気6–7）、降水量の月別平年値（気18–19）

が挙げられます。気温と降水量をグラフにした雨温図は、
教科書や学習教材、入試問題などでも定番であり、理科
年表でもっとも二次利用されるデータとなっています。雨
温図を見れば、小学校で学習する日本の地域ごとの気候
の特徴がよくわかりますし、気象官署等分布図（気3）を
参考に代表的な地点を並べれば、日本の気候をよく理解
できると思います。加えて、理科年表には世界各地の気
温や降水量も掲載されていますから、地球規模での気候
を理解するのにも最適といえます。

近年、高温となる夏が多く、気温・降水量・風速の1
位～10位（気45）も気になることでしょう。予想に

違わず、最高気温には近年の記録がずらりと並んでいま
す。逆に、最大風速には昔の台風の記録が多く含まれま
すが、地球温暖化が進行すると台風の強度は強まると評
価されており、将来このような強い風を伴う台風が来る可
能性があるということをご理解いただきたいと思います。

地球温暖化に関連するデータとしては、各年の月平
均気温（気79–89）にも注目です。紙面の都合で、

代表都市のみ、直近約40年のみのデータであり、都市化
の影響も含まれていると考えられますが、近年気温が上
昇してきている様子が見て取れると思います。

ほかにも、台風・豪雨・大雪などの際には、日本の
おもな気象災害（気160–177）がよく引用されます。

災害対策を進める上でも、こうした過去の災害の記録は
欠かすことができません。さらに、日照時間・霧・雷・積
雪・生物季節など、現在の状況が異常か否かを判断する
ための材料も、理科年表には豊富に揃っています。

なお、気温の最高および最低記録（気16）の「統
計開始年」に1870年代の地点があることからも

わかるように、今年2025年は東
京で気象観測業務を開始し
た1875年から数えて150
年という節目にあたり
ます。理科年表に登
場する各種データは、
日本の気象を150年
間継続して記録（観
測）するという地道な
作業の積み重ねででき
ている、ということもご
理解いただきたいと思います。

※本記事は気象庁から提供いただいた情報をもとに、編集部で作成しました。

順位 地点 ℃ 年月日 統計開始年
1 浜松 41.1 2020  8  17 1882
1 熊谷 41.1 2018  7  23 1896
3 山形 40.8 1933  7  25 1889
4 甲府 40.7 2013  8  10 1894
5 高田 40.3 2019  8  14 1922
5 名古屋 40.3 2018  8    3 1890
7 宇和島 40.2 1927  7  22 1922
8 酒田 40.1 1978  8    3 1937
9 前橋 40.0 2001  7  24 1896

10 新潟 39.9 2018  8  23 1881
10 日田 39.9 2018  8  13 1942

気温・降水量・風速の1位〜10位から最高気温 令和7年 気45

災害

に

列
島

生
き
る

酷
暑 台

風
豪
雨 大
雪

・

・
・

年月日 種目 被害地域
2020. 7.3～7.31 令和2年7月豪雨（前線） 西日本～東日本，東北

2019. 10.11～10.13 令和元年東日本台風（台風第19号）東日本

2018. 6.28～7.8 平成30年7月豪雨（前線・台風第7号）全国（特に西日本）

2004. 7.1～8.22 酷暑（長期） 九州・中国・近畿～北海道

1993. 6～10月 冷害 全国（沖縄を除く）

1963. 1月 昭和38年1月豪雪 全国

1959. 9.26～9.27 伊勢湾台風 全国（九州を除く）

1954. 9.25～9.27 洞爺丸台風 全国

1947. 9.14～9.15 カスリーン台風 東海以北

1934. 3.21 大火 北海道函館市

（一部抜粋）
日本のおもな気象災害 令和7年 気160-177

東京の年平均気温の推移  令和7年 気81 より作成
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気象業務150周年
特設サイト

https://www.jma.go.jp/
jma/kishou/info/150th/

東京の雨温図 令和7年 気6、気18より作成
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理科年表創刊100周年の節目にあたって、現在の
「物理 /化学部」に掲載されている内容や、どん

な使い方をされているかを簡単にご紹介します。理科
年表には多岐にわたる内容が網羅的に記載されていま
すが、「物理 /化学部」は主に、（1）物理や化学に関
するさまざまな用語や基本的な考え方の説明と、（2）
素粒子から原子、さらには生理活性物質に至るまでの
さまざまな階層の物質の基本的な性質に関するデータ
で構成されています。前者の例としては、物理量の単
位の定義・種類、単位を具現化するための標準器の変
遷、基礎物理定数、物質の根源である素粒子の種類
や性質などに関する詳細な説明が挙げられます。特に、
単位と標準器の変遷の歴史（物7–9）や基礎物理定数
の高精度決定（物14–15）は、人類の叡智が結集され
ていることを実感することができます。これらの定数は、
定期的に最新の観測データに基づいて更新されていま
す。そのほかにも、元素の種類（周期表）や原子の大
きさ・重さ・電子構造といった化学の根幹をなす情報
から、有機化学反応の種類や無機物質・生体物質・生
理活性物質の構造に至るまで、多彩な情報が盛り込ま
れています。一方、後者には、さまざまな物質の機械
的物性、電気的・磁気的性質、光学的性質、分子分
光学的性質、熱化学的性質などに関する膨大なデータ
が含まれます。また、「物理 /化学部」の最後には、物
理や化学に関するさまざまな現象や物質の発見の年表

（物217–234）が掲載されています。この年表に記載さ
れている、たった1行の史実の背景にある努力と喜びと
いった人間ドラマに思いを馳せてみてはいかがでしょう
か。この年表をご覧いただくことで、ノーベル賞に繋
がったかにかかわらず、日本人が物理・化学の分野の
発展に対していかに大きな貢献をしてきたかを再認識
されると思います。

理科年表は、教育関係者、学生、研究者、技術
者、報道関係者など、多様な方に利用していた

だいていますが、実際にどんな使われ方をしているの
でしょうか？　教育の現場では、講義や実験における
補助的な教材として使われるほか、演習問題等の作題
における科学的な根拠として使われています。学生は、
レポートの作成時に物理定数や単位の確認や文献値
との比較に使っています。研究者や技術者は、研究で
用いる定数を確認したり、現場での設計や簡便な物性
確認に役立てたりしています。報道・科学コミュニケー
ション・一般向けの啓発では、ファクトチェックの根
拠として使われています。今後100年も、理科年表がさ
まざまな場面でみなさまのお役に立てることを祈念して
います。

佃 達哉
TSUKUDA, Tatsuya

東京大学大学院理学系研究科

年代 事項                                  
中世～ 《1秒は，平均太陽日の1/86400（平均太陽秒）》平均太陽日とは1年間

の太陽の平均速度を持って赤道上を等速運動する仮想の太陽（平均
太陽）が子午線を通過してからつぎに子午線を通過するまでの時間

1789～ フランス革命の時代における10進法によるメートル法の創設
1791 《1メートルは，地球の北極から赤道までの子午線の長さの1000万分

の1》、《1キログラムは，1気圧，最大密度温度における水1000 cm3の
質量》

1799 メートルとキログラムを表す2つの白金製標準器（アルシーヴ原器）を
パリの国立公文書館へ収蔵保管．フランスのメートル法が公布され
る．《1メートルはメートル原器の長さ》，《1キログラムはキログラム原
器の質量》

1875 5月20日  メートル条約調印（日本は1885年に加入）
1889 第1回CGPM（Conférence Générale des Poids et Mesures; 国際度量衡総会）

・国際メートル原器と国際キログラムの原器の承認：《1メートルは国
際メートル原器に刻まれた2本の線の間隔》，《1キログラムは国際キロ
グラム原器の質量》これらの単位は，時間の単位である天文秒（平
均太陽秒）とともに，CGS 単位系と同様のメートル，キログラムおよ
び秒を基本単位とする力学系の三元MKS単位系を構成した

1960 第11回CGPM
・メートルの定義を変更：《メートルは，86Kr原子の準位2p10と5d5の間
の遷移に対応する放射の，真空中における波長の1650763.73倍に等
しい長さである》
・秒の定義を変更：《秒は，暦表時の1900年1月0日12時に対する太
陽年の1/31556925.9747倍である（暦表秒）》（1956年のCIPMの決定
を承認）
・国際単位系（Système International d'Unités，略称SI）の確立：
1956年のCIPMの勧告に基づく基本単位（6個），補助単位（rad，sr
の2個），組立単位（多数）を決定

2018 第26回CGPM
・国際単位系（SI）の改定：7個の定義定数に基づいて，7個のSI基
本単位の定義を現行のものに変更
・前項の改定に伴い，1967/68年の秒の定義，1983年のメートルの定
義，1889年のキログラムの定義，1948年のアンペアの定義，1967/68
年のケルビンの定義，1971年のモルの定義，1979年のカンデラの定
義を廃止．同様に，1988年の電圧標準，抵抗標準に関する協定値
（KJ-90，RK-90）を廃止

（一部抜粋）

単位・標準器の変遷 令和7年 物7-9

真空中の光速
c, c0　299 792 458 m s−1

ボルツマン定数＊
k　1.380 649 ×10−23 J K−1

年代 事項 発明または発見者（生国）

1661 元素概念（三原質説，四元素説）の
批判 ボイル（英）

1764 火浣布（石綿布）の製造 平賀源内（日）
1774 質量保存の法則 ラボアジェ（仏）
1789 元素表 ラボアジェ（仏）
1808 気体反応の法則 ゲイ･リュサック（仏）
1811 分子説 アボガドロ（イタリア）
1833 電気分解の法則 ファラデー（英）
1869 元素の周期律 メンデレーエフ（ロシア）
1894 空気の液化装置 リンデ（独）
1906 熱力学第3法則 ネルンスト（独）

1922 インスリンの発見 バンティング（カナダ），マク
ラウド（英）

1928 ラマン効果 ラマン（インド）
1934 回転異性体 水島三一郎（日）
1952 フロンティア電子理論 福井謙一（日）
1953 DNAの構造決定 ワトソン（米），クリック（英）

1954 有機半導体の発見 赤松秀雄（日），井口洋夫（日），
松永義夫（日）

1962 緑色蛍光タンパク質（GFP）の発見 下村脩（日）

1977 導電性高分子の発見 白川英樹（日），ヒーガー（米），
マクダイアミッド（米）

1977 根岸クロスカップリング 根岸英一（日）
1979 鈴木 -宮浦クロスカップリング 鈴木章（日），宮浦憲夫（日）

1985 リチウムイオン電池に関する
基本概念の確立 吉野彰（日）

1986 高温超伝導物質 ベドノルツ（スイス），ミュラー
（スイス）

1988 マトリックス支援レーザー
脱離イオン化質量分析 田中耕一（日）ら

1991 カーボンナノチューブの発見 飯島澄男（日）
1995 不斉水素化反応 野依良治（日）
2004 113番元素ニホニウム 森田浩介（日）ら

（一部抜粋）

化学上のおもな発明および発見 
令和7年 物226-234人 類の

叡 智

電子の質量
me　9.109 383 7139(28) ×10−31 kg

こ
こに

あり！

基礎物理定数 令和7年 物14-15

（一部抜粋）

かっこ内の数値は不確かさを表す。
＊ ボルツマン定数は、プランク定数、素電荷、アボガドロ定数とともに、

2018年の第26回CGPMでの改定で定義定数になった。
詳しくは、 https://official.rikanenpyo.jp/posts/6880

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/info/150th/
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理科年表の生物部では20世紀後半から現代まで
の生命科学（生物学を含む理学、医学、薬学、

農学、バイオインフォマティクス、医療技術など）の著
しい発展によって、その知識量もデータも膨大になっ
てきています。そのような現代科学の進展に伴い、時
代や読者の要望などに対応するために内容もページ数
も増加傾向ですが、理科年表全体の枠内で編集を行っ
ています。

生物部ではそのような中で、読者や研究・行政機関、
大学などで必要と思われる内容やデータを利用

者にできるだけ正確にかつ必要な資料・データを年ご
とに蓄積し、内容を充実させることを心掛け編集して
います。読者にとって身近で知りたい内容と基礎・基
本的なデータや資料を掲載するようにしていますが、生
命科学の分野は広く、深く、速くなっているので、その
中で厳選しながら編集作業を進めているのが現状です。
生物の多様性の中での興味は生物の持つ共通性と特
殊性にあります。分子生物学や細胞学では比較的共
通性の中で資料を提示していますが、系統進化学、発
生や寿命、生理学分野では項目を各生物で比較するこ
とによって各生物の持つ特殊性も見られる資料となっ
ています。また、生命科学上の主な業績について、紀
元前400年から現代に至るまで4ページにわたって記さ
れ、生命科学の発展の概略を知ることができます。

生物部の大項目は、①生物のかたちと系統、②生
殖・発生・成長、③細胞・組織・器官、④遺伝・

免疫、⑤生理、⑥代謝・生合成系の6項目で編成され、
その中でも、生物の分類表（図1：生物の系統）、動物
の体温と心拍数、脊椎動物の寿命（表1）、発情期、身
長・体重・血圧、細胞分化と免疫（図2：免疫担当細
胞）、染色体と遺伝子座標など、生物多様性の中での
ヒトとの比較の図表は利用者に多く読まれています。

さらに、その年各冊ごとに生物分野で起こった読
者にとって興味深い内容を「トピックス」として

紹介しています。例えば、雌だけから人為的にマウス
個体をつくる「単為発生マウスの誕生」、ゲノム解析技
術の開発により解明されてきた「ホモ・サピエンスの進
化の道筋」、最近佐渡沖で見つかったゴカイの仲間で
新種の「キングギドラシリス」などのトピックスについて
は多くの読者に興味を持ってもらっています。

現代の生命科学の発展は著しいですが、その中で
生物部としては基礎知識・データを提示しながら、

より広く、そして正確なデータと資料を取り入れてさら
に充実したものにしていきたいと思っています。

浅島 誠
ASASHIMA, Makoto

帝京大学 先端総合研究機構長

種名（和名） 記録された最長寿命（年）
ヒト 122.5
チンパンジー 59.4
オランウータン 59
ゴリラ 60.1
ニホンザル 38.5
コモンツパイ 12.4
アナウサギ（イエウサギ） 9
ハツカネズミ 4
ドブネズミ 3.8
ハダカデバネズミ 31
ゴールデンハムスター 3.9
モルモット 12
ウシ 20
イノシシ 27
ヤギ 20.8
ヒツジ 22.8
キリン 39.5
ウマ 57
ニホンジカ 26.3
モグラ 3.2
ホッキョククジラ 211
シャチ 90
シロナガスクジラ 110
キクガシラコウモリ 30.5
ヒトイロハリネズミ 7
ネコ 30
ライオン 27
トラ 26.3
ジャイアントパンダ 36.8
レッサーパンダ 19
ホッキョクグマ 43.8
ヒグマ 40
イヌ 24
ハイイロオオカミ 20.6
ガラパゴスゾウガメ 177
ムカシトカゲ 90
ホライモリ 102
アホロートル 17
アカハライモリ 25
チョウセンスズガエル 15.8
ヨーロッパヒキガエル 40
トッケイヤモリ 23.5
ミズウミチョウザメ 152
ヨーロッパウナギ 88
メヌケの仲間 205
コイ 70～100
ジンベイザメ 54
シロザケ 7
ウミヤツメ 9
ビッグマウス・バッファロー（淡水魚） 112
ニシオンデンザメ 512

表1　脊椎動物の寿命　令和5年 生33

図1　生物の系統　令和5年 生11

図2　免疫担当細胞の種類と分化
　                                     　　　令和5年 生64

（一部抜粋）

多種

多 様

理科年表の地学部は、地理・地質及び鉱物・地磁
気及び重力・地震・雑の5部構成で始まりました。

この構成が年々引き継がれましたが、のちに雑が地理に
吸収され、火山と電離圏が追加されて現在の6部構成に
至っています。

かつて返送された読者カードから、理科年表でよく利
用する項目の調査が行われていました。読者カー

ド自体が廃止されてしまったため平成17年度版という古
い調査結果になってしまいますが、6部構成の中では地震、
地理、火山、地質及び鉱物、地磁気及び重力、電離圏

（後半3部は同率）の順番で利用率が高くなっていました。

また、各部の中の項目別に見ると、地震の中では「日
本付近のおもな被害地震年代表」（表1；以下では

簡単に「被害地震年代表」と呼びます）がもっとも利用
されており、地理の中では海洋のデータ（「おもな海洋」
以降；図1）がよく利用されていました。

なぜ「被害地震年代表」が多くの
読者に利用されるかを考えてみ

ますと、まず地震という身近な自然現
象が人々の興味を引きやすいことが
挙げられるでしょう。さらには、同じ
場所で起きる地震は数百年あるいは
数千年という時間間隔なため、歴史
をさかのぼって調べてみたくなること
が考えられます。

こうした歴史地震の分野では「日本被害地震総覧」
が定評のある文献ですが、724ページ、定価3万円

を超える大著で一般の方には手にされづらいものである
のに対して、「被害地震年代表」は地図も入れて40ページ、
理科年表全体を購入しても定価1,650円です。内容的に
は「日本被害地震総覧」最新刊との整合性を高め、近年
の研究成果も取り入れる改訂を進めていますので、多く
の方に安心して使っていただいているのだろうと想像でき
ます。

他の分野でも同様で、上で述べました地理の海洋
データだけでなく、地理の「世界のおもな河川」や

「日本のおもな湖沼」、火山の「日本の活火山に関する噴
火記録」や「最近70年間に噴火した日本の火山」、地磁
気及び重力の「日本各地の地磁気要素」、電離圏の「日本
で観測されたデリンジャー現象」など、いろいろな項目が
多くの方に利用されているようです。

纐纈一起
KOKETSU, Kazuki

慶應義塾大学SFC研究所

図1　日本近海の海流模式図
　　　　　　　 令和7年 地49

表1　「被害地震年代表」の先頭部分　令和7年 地174
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100年という理科年表の長い歴史の中で、「環境
部」は平成17年度版に初めて登場したもっと

も新しい分野です。大気汚染や水質汚濁といった地域
の環境問題に加え、1980年代には酸性雨やオゾン層破
壊、そして1990年代には地球温暖化という国際的な環
境課題が広く認識されるようになったことを背景に、独立
した「環境部」としてデータの拡充が図られました。「気
候変動・地球温暖化」、「オゾン層」、「大気汚染」、「水
循環」、「水域環境」、「陸域環境」、「物質循環」、「化学
物質と放射線」などを網羅しており、グラフや図版を充
実させることにより、環境の経年的変化をわかりやすく示
しています。さらに、2011年の原発事故で関心が高まっ
た放射線に関するデータを翌年はページ数を拡大して伝
える、コロナ禍での発行となった2023年版ではトピック
スとして未知なる感染症とワクチン開発を取り上げるなど、
社会のニーズに応えて発展してきています。

近年の環境にまつわるデータの重要性に鑑み、「環
境部」のより詳細な情報をまとめた理科年表の姉

妹本として、2009年より隔年で「環境年表」が発刊され
ています。2019年からは、環
境年表に掲載されている図や
データを高校理科の授業に活
かすための教材として、「環境
年表活用ワークシート」も公
開されています。

国立環境研究所でも、小学校高学年から中学生、高
校生が環境学習や自由研究に取り組む際に手助

けとなるワークシートを多数用意しています。理科年表や
環境年表を用いて該当する図表を探し、それらを読み込
むことにより理解が深まるよう設計されています。

このように、教育現場での有意義な活用が期待され
ている理科年表・環境年表ですが、日々の素朴な

疑問に答えてくれるものでもあります。例えば、ここ数年
の夏の暑さは災害級だといわれていますが、過去と比較
していったいどのくらい暑かったのか。その原因である温
室効果ガスの排出量はどのように変化しているのか、あ
るいは桜の開花日の変動や動植物数の推移、作物の収
穫量、漁獲量の変化から、水域環境や陸域環境にどのよ
うな影響が出ているかも関連づけてみることができるで
しょう。

技術の進歩と知識の深化により、地域レベルでの公
害は改善されてきました。今、渦中にある環境課

題についても、最新の情報に基づき対策を講じる一方で、
その変化が一過性のものかどうか、あるいは対策にどの
程度の効果があるのかといった点は、長期的視点に立っ
て判断する必要があります。その一助となるのがこの理
科年表であり、私たちひとりひとりが社会の一員としてど
のように行動したらよいか、気づきを与えてくれる道しる
べでもあるのです。

肱岡靖明
HIJIOKA, Yasuaki

国立環境研究所 気候変動適応センター

自然放射線からの人の被ばく（世界平均値）
「改訂版 放射線のABC」日本アイソトープ協会発行より引用

平成24年 特37

世界の CO2排出量
令和7年 環103

環境年表活用ワークシート

教
育

現
場

活
用

https://www.maruzen-publishing.co.jp/
contents/kankyo_nenpyo/
worksheet.html
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元村有希子
科学ジャーナリスト
同志社大学特別客員教授

創刊100周年なのに「第100冊」でないの
は、戦争で欠番の年があったから。それで
も大正、昭和、平成、令和と時代を超え、
データだけで自然界の物語を織り上げてき
たそのひたむきな営みに敬意を表します。
ファクトが尊ばれる時代が末永く続きます
ように。

10月某日、印刷所に無事入稿データを渡すことができて、ようや
く肩の荷が下りる。理科年表には、総勢200名前後の執筆者が関わ
りながら、1,000ページを超える膨大なデータブックが作られるのだ
が、忙しい先生も多いので、締め切りどおりに原稿が集まることはな
い。とはいえ、これだけのページ数なので、あるところから作業は始
まり、最終的に校了までにすべてが揃えばよい。じつはそれが非常に厄
介で、原稿が届いていない項目は空けておくのだが、そういう項目に限っ
てページ数が増えるような大規模な修正が入ったりするのである。紙面に
は見開きで作られている項目もあるので、１ページ増えると見開きのレ
イアウトが崩れるため、項目の順番を入れ替えたり、なんとかペー
ジ内に収めようと半ば強引に詰め込むこともある。理科年表の
ページをめくると、文字サイズはばらばら、パッチワークのよ
うに複数の表がひしめき合っていたりするのだが、これも苦肉の

策なのである。ただ、いざ解放してレイアウトを整えようと試みて
も、がっちり組み合わさった表をむやみに解きほぐすのは難しく、これ

も長年にわたって構築された作品なのだと、まるでサグラダ・ファミリアで
も見るような気持ちで愛おしく眺めている。

堀内洋平堀内洋平
HORIUCHI, YouheiHORIUCHI, Youhei

丸善出版株式会社 企画・編集部丸善出版株式会社 企画・編集部

で
も

松本直記
慶應義塾高校

勤務校の理科では着任時、生徒全員に理
科年表を購入させ毎時間授業に持参させ
ていました。物質の密度、高度と気圧の
関係、放射性同位体の半減期など、授業
内容に応じて理科年表を引かせていまし
た。基礎データを調べるのなら理科年表、
という姿勢が身についたと思います。

柳田理科雄
空想科学研究所

マンガやアニメを科学して29年、『理科年
表』を開かない日はない。『天空の城ラ
ピュタ』のタイガーモス号の寒さや空気の
薄さ、『マイクラ』の金の防具の重さなど、
まざまざと浮かび上がってくる。僕にとって
は、発見と爆笑の本だ。

天
あ ま み

観 明
あ き ら

來

天
あ ま み

観 仄
ほ の か

華

理科年表
創刊100周年
おめでとう！

100年の歴史を誇る「理科年表」は、さまざまな時代のさまざまな利用者によって、
大切に育て続けられてきた、たいへんユニークなデータブックともいえます。
ここでは、長年愛用・愛読されている熱心な読者のみなさんに、
その出会いやマイ活用法などを、短いコメントでご紹介いただきます。

これからも
たくさん使って
くれよな！

神沼克伊
国立極地研究所・

総合研究大学院大学名誉教授

1981年、南極・昭和基地で越冬していた
ときのことである。ある日、夕食後くつろ
いでいたら、ひとりの隊員が「月が消えた」
と食堂に飛び込んできた。その前に満月
に近い月を私も視認しており、居合わせた
隊員はそんな馬鹿なと嘲笑する者もいた。
私はすぐ隅の本棚から理科年表を取り出し
て見るとやはり月食だった。理科年表は南
極（観測船も含む）に居る者にとっては、
何かにつけて疑問を解く情報源になるバイ
ブルの役目をしている。個人的には地学の
ページ、特に火山噴火や大地震の情報を
得ることが多い。地理・地形の数値を見
ながら地球を考えるのも楽しい。誤りを探
し出すこともある。

＊あきらと
ほのかは2

025年に

生まれた国
立天文台

暦計算

室のマスコ
ットキャラ

クターで

す。暦に関
するいろい

ろなこと

をお伝えし
ていきます。

https://www.maruzen-publishing.co.jp/contents/kankyo_nenpyo/worksheet.html



